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地質は軟弱海成粘性土がシルト質砂またシルト粘土を  

介在して分布している．土留壁は，壁厚が北側1m・南側  

0．8m，平均打設長が50mの連続地中壁である．掘削によ  

る土留壁の変形を抑えるため，高圧ジェットゲラウト  

UGP）による先行地中梁を地下2階スラブ下面である地  

表面下12－16mに造成し，地下構築は逆打工法を採用し  

た（図－2参照）．  

大規模地下掘削工事に伴う近接トン  

ネルの挙動  
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2．計測計画  

MRT側から，トンネル内の内空変位を24時間休制で  

計測し，計測結果から掘削の影響を評価し報告するよう  

義務づけられた．したがって，掘削による影響を把握す  

るため表－1に示す各種の計測を行った．  

表－1計測項目  

1．はじめに  

シンガポールのブギスジャンクション再開発工事は，  

ミドルロード，ビクトリアストリート，ローチャロード，  

ノースブリッジロー ドに囲まれる東西300m，南北90mの  

旧日本人街跡地において，15階建オフィスビル，大型デ  

パート店舗，映画館，15階建ホテルを建設するものであ  

る．   

図－1に示すように，当工区の北に位置するビクトリ  

アストリート直下には，当社の設計施工によるシンガポ  

ール地下鉄（MRT）のトンネルと駅舎部があり，スー  

パーマーケットと駐車場となる地下部の掘削・構築にお  

ける地下鉄トンネルの変位を15mm内に抑える施工管理が  

要求された．   
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計測項 目  使用機器  計測事項   

山留壁針側  ・傾斜計   山留壁の変形状況   

周辺地盤の管理  ・地中傾斜計  ・周辺地盤の変化  

・間諜水圧計  ・周辺地盤の水位  

・地下水位什  変化   

坑内内室変位  ・T180（）OY自動  ・天端沈下  
計測システム  ・軌道部沈下  

計測平面位置を図－3に，トンネル坑内の計測断面を  

図－4に示す．  

トンネル計測システムとして，ライカ社のTM3000V自  

動計測システムを導入し，1日に2am・6am・10am・  

2pm・6pm・10pmの6回の計測を行った．  

∫ J  

替蘭越簡⊥⊥                               J   

エ
ー
ユ
ユ
丁
一
W
 
 

7
1
－
J
：
J
■
－
 
 

」 …  

い
 
 

1    ヱ＼－－－－、＿＿＿    O NOR川 8R－DGE ノー1プリワッローホ  

「；「  
「 訂＼  

国－1施工位置図  

図－3 計測位置平面図  

図－2 施工概念図  

＊香港（支）ブギス・シティ（出）  

＊＊香港（支）シンガポール（営）  図－4 トンネル坑内計測断面図  
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（2）地卜水位   

間隙水Jl∴地卜水†lての変化は．急激な低卜はなく低F  

…Iをは2m種度であることから，地下水位の変動に伴う周  

辺地盤への影響は小さかったと考えられる．  

写真－1TM3〔朕）Ⅴ設帯状況   

rI、M3000Vは∴駅舎部から約28mのトンネル内♂〕掘削側  

である山壁に設置した（写真－1参照）   

また．測ノ．1、げリズムは．軌道仁86箇所．大端・ハ壁・  

ノ】増それぞれ82箇所の．汁332箇所に設置した．  

．汁測のシステムは，TM3000Vからレーザを測J畑二設帯  

したプリズムに照射し，そのk射光を内蔵のスキャナー  

で受目し．′電気†言引二変操後，外部に接続した解析用コ  

ンビニL－一夕に送信し、水、ド変位と鮒自二変位を算／tけるも  

♂）で，【汁算結果はグラフ化してアウトプットできる．  
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3．計測結果   

（1）連璧の変形およびトンネル内変位   

連堅の変形およびトンネル内変位の美渕結果として履  

無変化を図－5にホす．   

掘削抑二トンネルに蜜位が発／卜したのは，」（；Ⅰ）によ  

る連璧の変形が頗囲である．   

地卜鉄トンネルの変位に連壁の変位が正接影響をI∫え  

るため．企業先の設計コンサルタントであるBⅨlt－がシ  

ンガポール人′、揮）リー教持に委託し，掘削に伴う連壁の  

変いとその影響によるトンネルの変位解析を行っていた．  

辿璧射11，トンネル変†J瑞の′戴闘伯（香施Ⅰ二段断での最  

人脈）と㌢測仙とを表－2に′lけ．   

地卜1階（Bl）施1二時に．Al：区では，連壁がほぼ♪  

測偶の変彬をホしたが．トンネルの射、1はJ二瀾仙在の約30％  

と小さかィブた．Bり亘では，連壁の変形がn則伯より小  

さくA‡二lヰとほぼ榊じ伯であり．トンネルグ）射、‘工もトij程  

膣であった．   

地卜封鞘（B2）施1二時には．BI二【亘での辿壁の蜜fl‡は  

J㌧測仙と 一致し，トンネルの変位もほぼ・致した．AI二  

lヰでは∴連璧の変形が約70％でBl二l真とほぼ「■了】じ帆であ  

ったが，トンネルの封11はやや人きくなった．  

トンネルの射、1の累計は，管理基準15mmに対して．A  

】二区で約、「分の7．1mm，B f二lヰは約20％の5．7mmと安全上  

問題のない変位であった．   
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図－5 ノj…洲直の時間履枠中l  

表－2 千測値と実測値の比較  
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